





Integration of Trauma Indicators and Some Problems 
in the Projective Tree Drawing Technique 
SUMMARY 
The purpose of this paper is to make a list of Trauma Check List (TCL) in the projective 
tree drawing technique and elucidate some problems on the technique in the working process of 
making a TCL. As a result， three problems were found as follows and considered. 
1. The disintegration of classification and interpretation on roots， ground lines and their 
relations. 
2. Tree drawing inclined toward middle is not only a tree drawn at middle but also a tiny tree. 
3. Relative Age Analysis to traumatic experience time has two techniques ; one is Buck's 
technique measured Irom groundline to top， and the other is Koch's technique Irom root to top. 
問題







(Cantlay， 1996， Hammer， 1997， ]olles， 1971， 
Ogdon， 1977， Oster & Gould， 1987， Oster & 



























を参考にし， Oster & Gould (1987)， Oster & 
Montgomery (1996)の指標，さらに Hammer







(Trauma Check List : TCL)の統合化
本トラウマチェックリストは， 1全体:No.1 
-11， 1タイプ:No.12-15，凹配置:No.16-20， 
IV枝:N 0.21-26， V樹冠/葉:No.27-33， VI 




表 1 投影樹木画法におけるトラウマチェックリスト (TCL)










体 7 8歳以降に見られる果樹，多すぎる果実 自己を消耗させる依存要求
8 描画スタイルの相違 二次元の幹と一次元の枝 後年のトラウマによって阻害された早期の良好な発達




I 12 果樹 (ただし 5歳から 7歳では正常)
タ りんごの木依存要求
イ 13 クリスマス・ツリー 依存要求














































































































投影樹木画法における トラウマ指標の統合化 とそれを巡る2,3の 問題
No.45地 平線がない:ス トレスに傷 つ きやす い,
No.46地 平線はあ るが根 が ない:抑 圧 された情
動,No.47根 も地平線 もない:不 安定感,環 境 関
係 の欠如,と 新 たに解釈 をお こなった。根 と地
平線の関係は,ト ラウマ体験の年齢 を樹木画か
ら割 り出す際に用い られ る関係年齢分析法 とも
関連す る重大な問題 であるだけに,こ の統合化
に より,関 係年齢分析法の方法論の選択や是非
を考察す る上で寄与す るもの と予想 される。
2.表1のIII配 置にある,ト ラウマ指標 として
の空間配置の偏 りに関す る記述の内,一 般に具
体的 な臨床像 をイメー ジしに くくさせ ているの
は,中 央への偏 りのある木 であ る。その理 由は
中央へ の偏 りのある木の場合に限って,木 が小
さな木であるとい う条件が付加 され るか らであ
る。つ まり,中 央へ の偏 りのあ る木 とい うのは,
中央に収縮 した木のこ とを言い,空 間配置上 の
偏 りがある他 の木については中央か らのずれだ
けを問題 にすれば よい ところを,さ らに小 さな
木 であるこ とが条件 として求め られ るか らであ
る。
次に中央へ の偏 りのあ る樹木画の臨床例2例
を示す ことで理解 の一助 としたい。いずれ もカ
ウンセ リングの対象例 であ り,そ の治療効果 の
判定のために樹木画 を導入 した ものである。
まず これ までの唯一例 であったBuckのRの
事例 を紹介す る。
Rは,22歳 の大学生の男性である。彼の主訴
は轡,同 性愛,反 社会的行為及び 自殺願望である。
図1はRの1枚 目の樹木画で,第2回 面接時
に描かれた ものである。本論 と関係 のあるポイ
ン トについてのみTCLに よる トラウマチェ ッ
クをした ところ,「1.全 体」についてNo2の
指標 「小 さな木」と,「III.配 置」No20「 用紙の
下方へ の偏 り」が検 出され た。前者は描画者の
「劣等感」及び 「無価値感」を表 し,後 者は 「過
去の不安定感」 を示す と解釈 され る。
図2はRの2枚 目の樹木画で,第18回 面接時
に描かれたものである。 同 じくTCLに よる ト
ラウマチェックをしたところ,「1.全 体」につ
いてNo2の 指標 「小 さな木」と 「III.配置」の





前者は図1と 同 じく描画者の 「劣等感」や 「無
価値感」 を表すが,後 者は 「現在の不安定感」
と 「頑固」の傾 向を示す もの と解釈 され る。こ
のこ とか らRの 樹木画の変化 は 「用紙下方への
偏 り(過 去の不安定感)」か ら「中央へ の偏 り(現
在の不安定感)」 へ変化 した もの と分析 できる。






























































描かせるJBuck法 (Drawa tree.) と「実のな
る木を一本描かせるJ Koch法“Zeichneeinen 
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